
市ノ木慶治作品特別展
＆トークライブ

［市ノ木慶治、没後50年特別企画］

あなたは市ノ木慶治をご存じだろうか？

森村組（現ノリタケカンパニーリミテド）で
絵筆を振るった伝説の画工である。

「薔薇の市ノ木」と呼ばれた類まれなる筆遣いと
謙虚な人柄で人々を魅了した氏の功績を
作品と語りを通じてご堪能ください。

市ノ木慶治 作品特別展 in 橦木館

トークライブ

期　間 令和元年７月19日（金）～８月２５日（日）　午前１０時より午後５時まで
展示品出品協力　株式会社三田村商店／市野木晴美場　所 文化のみち橦木館  洋館２階展示室（下記参照）

日　時 令和元年７月２８日（日） 午後１時３０分より（午後１時開演）午後３時まで
テーマ「技に生きる～いま再び、市ノ木慶治に学ぶ～」

場　所 文化のみち橦木館  中の間（和室２）
ゲストスピーカー

聞き手

コメンテーター

大坪  高明

宮田  昌俊

古池  嘉和 名古屋学院大学経済経営研究科教授、元名古屋文化遺産活用実行委員会会長、公益財団法人名古屋陶磁器会館評議員、
市ノ木慶治研究会世話役

杉山ひとみ なごや凸盛り隊、１級陶磁器製造技能士、愛知県陶磁器技能士会会員

１５歳で陶画師の道に進み、市ノ木慶治氏や高木春太郎氏に師事。手書きタイル、壁画タイル、食器など様々な製作活動を行う。
高い絵付け技術・技法は、欧州で高く評価され、技術指導のため渡欧する経験を持つ。各地の上絵付講座などを歴任。

元愛知県陶磁資料館（愛知県陶磁美術館）学芸員、元日本陶磁器デザイナー連盟（PDOJ）理事。近代国際陶磁研究会幹事。
市ノ木慶治研究会会員。市ノ木の研究者として論考「製陶会社が生んだ伝説の画工」を発表。

＊特別企画展／トークライブとも入場無料、要入館料２００円

主　催 文化のみち橦木館／名古屋学院大学プロジェクト演習Ａ


